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画：

加
堀
な
ど
《
思
典
毛
与
二
へ
た
口
華
山
／
ロ
畢
御
山
支
配
控
一
媚
如
を
塞
げ
て
極
体
重
樫
ざ
ら
ニ
ヘ
ー
野
火
毎
霊
伐
《
亟
誌
に
当
た
っ
た
垂
髻
「
山
ノ
ロ
」
ど
奮
っ
た
。
惣
唾
屋
や
山
奎
配
控
《
推
漂
仁
聿
っ
て
任
命
さ
れ
た
ロ

琴
惣
山
口
４
祗
墾
趣
毛
立
山
に
山
／
ロ
《
他
に
特
に
趣
か
れ
た
《
を
「
狸
山
口
」
圭
雷
い
、
万
延
一
エ
隼
｛
｜
〈
一
く
つ
一
十
月
御
山
睡
自
と
改
珍
ら
拠
走
◎

の
一
〈
鐸
墾
錘
韮
畢
諏
権
奉
。
一
画
本
歴
墾
大
群
皿
）
九
二
〈
～
九
一
〈
一
口
識
和
”
唾
一
郷
。
術
和
帝
罪
｛
〈
王
手
貞
鈍
浬
王
《
塁
手
で
｛
〈
拝
王
。
率
平
年
中
｛
九
一
三
＄
九
二
一
七
一
に
錘
嘩
《
と
」
て
在
症
中
『
雫
将
門
一
屋
乱
が
起
こ
り
、
天

睡
二
年
一
九
三
九
）
武
極
榊
守
皿
嘩
韮
が
埋
立
祁
珂
唾
竺
と
芋
↓
走
降
、
将
門
の
畑
停
が
唾
延
し
だ
が
一
種
華
硅
か
二
へ
っ
て
堅
準
王
が
将
門
菫
自
分
毛
雪
し
圭
う
と
し
た
と
極
解
し
、
軍
郡
に
逃
げ
端
っ
て
窪
屋
し
て
と
上
委
し
た
。
密
告
《

鋤
で
蝉
九
四
一
年
に
娃
錘
五
位
ド
に
罐
し
太
宰
少
式
毛
乖
ね
た
◎
つ
い
で
征
率
大
将
碓
嘩
庫
墾
室
に
錘
っ
て
将
門
墾
討
に
挫
い
た
が
、
癖
”
が
畦
雍
し
た
だ
》
為
す
こ
と
な
く
帰
京
し
た
。
九
四
一
年
に
娃
廻
抽
函
睡
煙
と
巷
り
、
つ
い
で
遁

加
煙
小
野
好
古
の
法
宮
と
し
て
『
燈
繧
搾
個
陸
一
睡
脚
で
睡
画
塞
曄
韮
行
毛
如
ら
一
へ
垂
・
兵
郡
少
姉
車
奎
術
門
緬
守
一
左
掘
函
一
内
感
守
巷
ご
仁
任
じ
、
罐
唾
一
筑
前
一
但
蝿
毎
伊
予
な
ど
《
守
書
径
で
錘
守
府
将
率
と
趣
つ
た
つ
潅
和
一
元
年

一
九
咋
〈
一
｝
隅
雄
、
”
姻
匿
と
拝
し
毒
Ｑ
向
年
一
一
月
鯛
国
四
五
準
に
て
没
し
た
つ
射
御
に
巧
一
一
で
、
和
継
も
一
り
「
鈴
鍾
和
紘
率
」
に
鐸
用
室
垂
で
い
る
。

裳
覧
霊
畢
艤
諒
。
一
塁
窒
乗
群
。
媛
腱
弼
率
團
震
。
艤
奎
も
蕊
量
。
美
霊
室
濤
雫
奨
涛
警
手
。
藍
握
じ
駕
握
老
い
た
。
篝
一
歪
一
九
二
〈
）
鑿
寧

一
峰
一
八
人
と
稚
一
に
配
流
さ
れ
た
が
の
ち
許
さ
れ
て
下
野
抑
函
煙
と
蓉
り
一
〈
位
に
饗
せ
ら
れ
、
下
野
函
権
野
に
律
尋
付
近
に
塞
力
奎
誕
つ
た
つ
一
戸
《
錘
平
将
門
が
函
率
《
地
仁
平
を
錘
こ
」
た
と
琴
、
姶
杢
将
門
方
に
壱
い
た
が
、
幸
に
那
毛

怨
寸
に
廷
ら
ず
と
し
て
、
平
虹
権
と
坐
一
向
し
て
天
璽
三
年
一
九
四
つ
一
二
月
将
剛
毛
畔
し
た
。
そ
亜
功
種
に
拳
っ
て
錘
四
痙
干
に
狸
せ
ら
れ
下
野
寺
に
錘
ぜ
ら
れ
走
。
手
拝
睦
蘂
国
地
方
に
坐
垂
ま
り
、
亘
理
勺
小
山
一
誌
雄
一
下
河
辺
な
ど

の
続
哩
と
江
つ
注
。
《
稚
陸
の
と
き
未
蛇
に
化
け
た
琵
逵
湖
《
錘
竺
一
噸
い
に
圭
り
、
一
一
上
山
ゐ
百
足
圭
墾
渚
し
た
潅
睦
『
陸
嘩
《
繧
巻
」
に
主
っ
て
有
壱
で
ま
る
。

③
阿
鐸
碓
毒
ロ
岬
罐
惟
嘩
《
奎
今
阿
鐸
錐
軽
迅
垂
部
鐸
ゐ
館
に
い
て
、
誉
曜
埋
髻
癒
し
た
。
準
正
四
年
（
一
五
つ
七
一
未
窪
司
と
巷
一
つ
◎
毛
一
窪
、
麺
池
琴
憾
塞
括
で
た
惟
墜
父
子
一
走
必
《
錐
毛
奔
わ
れ
た
が
『
榧
画
（
宮
崎
蝉
）
《
甲
奎

蜑
猫
で
窯
。
套
二
、
憂
篭
堯
臭
葛
鬼
磐
壜
、
委
一
壼
（
一
蚤
四
墓
壹
軽
涯
瀧
莫
淫
豊
圖
一
全
涯
空
庭
襄
壷
」
だ
二
柴
奨
葛
麓
｝
七
頁
②

の
小
一
函
錘
っ
一
垂
部
町
墾
一
人
癖
一
〈
八
代
塞
一
《
夫
堅
《
御
手
、
童
仁
二
季
二
つ
一
八
）
阿
鐸
去
害
司
左
伸
卿
が
創
立
さ
れ
た
神
社
で
、
柳
本
圭
咽
神
と
称
し
て
い
た
口
垂
《
以
来
睦
岩
屋
鯉
車
守
煙
神
と
し
て
へ
阿
癖
琴
が
代
全
涯
蓉

し
て
い
た
ロ
罐
圭
御
剛
表
唾
の
御
代
、
葉
咽
年
中
娠
壼
一
位
惟
響
艸
御
神
体
《
彬
刻
が
奉
る
が
『
錘
二
位
推
窪
皿
が
銅
池
鋒
繧
と
の
睡
畷
祈
噸
の
隆
、
木
宮
窪
岨
に
命
じ
て
作
ら
せ
た
一
一
刀
三
礼
一
作
で
毒
三
・
韮
正
二
〈
年
（
一
丘
一
九
一

誹
幟
が
麺
濟
き
れ
た
・
天
文
痙
牢
｛
一
垂
三
一
〈
一
御
船
恥
聿
本
郷
垂
屋
寺
露
呑
が
瀝
璽
』
阿
罐
華
に
そ
む
く
。
推
姪
《
屋
子
干
寿
丸
一
七
崖
が
初
”
大
将
と
な
り
、
甲
斐
宗
巫
毛
樒
未
将
に
命
じ
、
錘
千
の
兵
老
引
率
御
船
雄
に
出
準
一
野
、

一
一
”
一
つ
画
唯
睦
毛
祈
地
し
て
、
小
型
塗
卒
鍔
繩
毛
奉
鈷
轌
一
一
一
臨
叫
の
弐
壱
誕
幽
で
行
っ
た
今
佐
屋
は
祝
っ
て
赤
遮
《
握
り
亟
髻
作
っ
て
延
め
る
ロ
大
将
は
櫛
墨
し
赤
遮
を
兵
士
に
与
二
へ
出
垂
す
る
。
御
媚
韓
奎
奎
打
ち
亡
ぼ
し
へ
凱
旋
鍵
謹

峰
毛
池
~
鑑
狸
宅
．
《
《
一
難
錘
毫
難
一
繊
奉
”
部
一
壱
唾
砕
き
一
海
奉
◎
今
睡
《
膣
睦
桂
小
一
ｍ
末
明
神
の
錘
確
に
挙
る
も
つ
全
、
八
つ
町
毛
社
函
と
」
て
寄
附
さ
れ
る
。
巷
挙
古
平
に
極
ら
い
二
月
一
一
日
《
鐸
些
塞
に
『
毒
亟
の
握
り
亟
毛
神
輌
に

’

錐
二
へ
、
蝿
城
塞
坐
垂
鎚
一
つ
課
い
と
巷
っ
て
い
る
＠
千
却
丸
は
窪
に
誰
将
と
号
」
未
淳
詞
と
巷
る
っ
丸
凋
九
日
の
未
塞
に
竺
一
一
十
三
謡
つ
御
神
率
や
、
準
率
の
郷
琴
が
奉
秘
き
れ
、
浜
《
館
か
ら
畦
阿
癖
去
塞
司
が
錘
十
人
を
症
二
へ
参
拝
き
れ
、

季
皿
嘩
雑
嘩
で
ま
っ
た
。
一
丞
麺
一
天
賑
《
二
一
つ
か
ら
ぺ
下
乱
れ
、
両
鉾
塞
し
だ
い
に
垂
麺
し
、
そ
《
上
幼
韮
つ
ず
き
塞
痙
う
呼
匿
等
が
ゞ
癌
津
、
大
寒
と
は
か
ら
い
『
極
地
桂
檸
睾
《
ど
垂
垂
さ
鉦
だ
。
謹
屋
秀
一
弓
が
九
州
征
伐
垂
歸
り
へ
鈍

窄
毛
幽
酌
し
て
塞
墜
は
全
都
狸
人
全
容
↓
圭
口
小
西
行
堅
《
極
地
と
巷
つ
走
峅
、
沖
社
込
閣
こ
と
ご
と
く
破
壊
に
率
い
、
記
録
、
宝
物
、
奉
納
《
小
墨
塁
、
奉
刀
》
痙
雄
と
趣
り
、
そ
《
謹
錘
千
年
は
社
峰
娃
荒
れ
桑
て
る
ロ
鉾
手
室
森
元
錘

や
加
嘩
氏
。
加
嘩
諦
歪
。
一
一
五
一
〈
二
＄
一
一
〈
一
二
麺
父
誇
信
娃
塞
罐
一
壼
曄
墨
に
佳
二
へ
、
父
桂
郵
正
壱
術
門
蒲
悪
口
幼
名
産
、
三
龍
《
時
全
死
亡
、
母
に
青
で
ら
れ
垂
江
塁
垂
に
菫
っ
て
壁
巨
堯
壱
に
佳
二
へ
、
一
五
錘
で
一
元
眼
し
礎

室
助
油
正
と
毛
率
り
、
因
幡
軽
醒
埋
華
め
ま
初
》
奉
垂
一
睡
功
髻
走
一
↑
、
睦
一
岳
七
本
鱈
一
一
人
に
趣
一
二
ら
率
、
天
正
一
四
手
｛
一
五
八
一
〈
）
に
桂
垂
計
麺
に
任
じ
ら
れ
た
ｃ
躯
窪
画
塞
一
鐸
罎
、
肥
塞
幸
画
三
十
万
石
塞
魎
」
鯉
本
城

韮
と
巷
つ
た
つ
姻
酢
餡
堯
で
は
小
西
行
屋
と
華
に
圭
舜
と
し
て
姪
峠
し
、
一
壱
一
套
髻
塞
去
陸
に
挙
げ
た
。
瘻
塞
五
年
二
一
〈
・
一
）
四
ケ
原
唾
の
時
睦
徳
川
屋
に
味
方
」
一
嘔
葎
一
国
壱
与
二
へ
ら
れ
垂
・
秀
吉
垂
圏
鼬
一
雪
思
い
『
一
三
つ
陛

鋤
《
極
圭
助
け
て
響
匿
ま
つ
奎
李
毛
函
つ
垂
。
奎
孝
重
塞
麺
唇
壷
詣
が
澪
く
、
ま
た
日
墾
塞
一
億
画
琴
ど
し
で
も
有
名
。

。

雪

睾

一

」

且

一

つ

壷

ご

畢

蕪

一

子

舞

今

加
曄
墾
嘩
。
一
二
〈
つ
一
＄
五
一
二
肥
鍾
権
木
霊
韮
。
五
十
二
万
壱
．
諦
正
《
手
。
幼
雫
に
し
て
塞
琶
琴
嗣
善
、
将
軍
秀
審
《
娠
齢
を
喝
り
、
霊
悪
つ
ま
垂
塞
垂
に
し
、
秀
審
一
上
蓋
に
蛙
奉
し
た
り
江
一
戸
城
天
主
《
石
垣
圭
ま
く

巷
ご
罹
府
へ
《
空
勉
に
勉
学
、
将
魂
一
堂
二
へ
も
響
く
娃
巷
か
つ
淀
・
し
か
し
、
誇
嘩
二
派
に
分
か
れ
て
捷
挙
し
童
永
九
年
一
二
〈
一
三
一
一
肥
窪
一
画
壱
錘
哩
き
れ
、
出
羽
唾
内
《
活
塞
審
酔
に
麺
廿
晏
巍
走
口
手
《
塞
唾
も
飛
岬
に
流
刑

に
趣
↓
走
旬
加
嘩
氏
《
竺
母
蛙
、
逵
揮
で
生
圭
紅
走
手
垂
大
窪
《
時
に
密
か
に
函
許
へ
垂
つ
圭
と
か
、
土
評
和
陸
が
塞
屋
《
縄
誇
塞
錯
六
名
に
回
善
し
た
と
き
審
痙
だ
け
が
届
出
巷
か
つ
た
た
め
と
か
信
一
へ
ら
れ
一
』
い
－
つ
・

の
惣
唾
陸
。
｛
熊
本
蛭
未
査
碑
辨
皿
一
爬
灌
群
一
行
唾
区
画
で
奉
っ
た
手
永
毛
織
鱸
し
た
地
方
控
人
の
名
群
・
肥
錘
率
《
手
永
↓
緯
庄
屋
は
、
細
川
医
が
錘
耐
小
倉
で
垂
施
し
て
い
た
細
睡
塞
霊
和
が
肥
筵
入
国
に
伴
い
『
加
暉
医
の
郷

細
細
↓
末
唾
爆
｛
皿
唾
罹
ま
た
睦
祁
麺
一
考
解
体
し
一
新
た
に
手
永
伽
を
」
琴
惣
匪
塵
圭
任
命
し
た
《
に
始
圭
一
つ
・
当
初
《
惣
匪
屋
桂
中
世
埋
奉
《
土
華
や
加
曄
氏
時
代
の
大
匪
塵
で
、
悪
利
く
函
《
翌
年
に
任
命
し
た
錘
は
盲
人
（
知

煙
垂
嘩
謹
娃
亙
一
手
桑
互
一
人
一
以
上
で
奉
っ
た
と
推
垂
さ
れ
－
つ
。
初
垂
桂
一
諏
山
《
右
術
門
手
永
」
《
主
う
に
名
輌
琴
と
っ
て
呼
蓉
丸
だ
。
ま
た
初
姻
一
手
黍
の
綴
匪
合
娃
謹
庄
屋
《
麺
不
適
に
圭
っ
て
行
毛
訊
垂
。
例
二
へ
睦
童
一
本
一

二
年
｛
菫
〈
一
一
麦
｝
に
桂
一
御
咽
中
惣
唾
嘩
吟
味
仕
垂
け
可
申
韮
」
極
ど
と
雄
屋
毛
娼
示
し
て
い
ろ
◎
一
五
年
に
桂
狸
産
屋
一
一
つ
三
一
〈
一
人
に
一
五
一
、
二
つ
石
《
知
行
室
与
一
へ
て
ま
臣
団
に
組
み
入
れ
、
函
鍵
地
籍
《
轌
窪
崖
《
手
畢

奎
人
錘
と
」
て
権
本
に
呼
び
『
中
小
姓
《
当
分
毛
守
一
二
」
い
ニ
ロ
惣
唾
墜
娃
山
棄
配
錘
、
李
付
継
目
と
菫
も
仁
手
永
一
一
一
径
全
呼
ば
れ
、
地
方
で
桂
垂
も
麺
塞
な
窪
で
『
初
均
に
桂
ほ
ど
《
ご
世
墾
で
奉
っ
た
が
、
中
姻
以
降
『
野
分
の
饗

幽
に
主
っ
て
雌
醒
伽
が
伽
れ
、
所
鉾
と
呼
ば
れ
る
帷
鋤
が
狸
準
に
行
わ
れ
た
一
輪
に
率
血
に
娃
塞
柄
よ
り
奉
人
の
人
椿
才
姥
に
挙
っ
て
唾
く
壷
銅
さ
れ
、
吾
地
《
勧
崖
『
圭
不
エ
率
は
盃
函
的
に
塾
《
だ
。
麹
庄
屋
は
代
宮
（
年
涯
な
ど

ゐ
煙
り
蛭
で
詮
）
も
韮
ね
、
謹
施
は
蹄
窪
人
唾
◎
本
径
と
当
分
窪
が
奉
り
、
当
分
と
桂
試
鯛
塞
毒
味
し
た
。
奉
率
歯
季
塞
も
走
呑
い
、
つ
室
り
在
御
塞
人
で
巷
い
春
が
痙
命
き
れ
た
と
奉
睦
、
手
永
幽
季
塞
名
乗
っ
た
。
知
行
は
季
永
一
一

と
に
究
緬
が
奉
り
『
当
分
詮
は
一
〈
年
以
上
で
本
窪
と
趣
り
知
行
が
与
二
へ
ら
れ
、
ま
だ
自
分
幽
字
御
垂
・
本
窪
桂
三
年
以
上
で
知
行
商
一
一
石
加
輌
一
李
走
走
査
か
ら
一
つ
年
以
全
で
準
礼
迦
確
巷
ど
、
一
壱
つ
功
趣
《
内
容
に
圭
っ
て
垂
垂

の
諏
麺
、
牢
“
《
匡
唾
の
内
哩
が
あ
っ
た
。
咽
浩
一
一
年
二
〈
七
つ
一
七
月
《
郵
制
改
誰
で
惣
庄
塵
は
解
任
さ
れ
迄
ロ
同
年
〈
月
に
畦
庄
屋
詮
も
廃
止
き
れ
、
季
永
は
郷
に
、
を
御
雲
入
は
郷
士
と
垂
痔
壹
垂
だ
。

・
杣
皿
謹
。
｛
日
奉
空
湘
旛
大
辞
典
〕
杣
畢
不
一
錘
つ
走
山
◎
絆
木
琴
癖
一
つ
一
」
と
毛
目
的
に
極
冠
ま
た
は
壷
拝
し
た
山
。
山
鉾
《
罎
木
・
透
鐵
作
業
、
入
札
趣
ど
逵
奄
学
」
『
一
壱
一
塞
霊
毛
識
宜
う
＠

の
抑
山
実
記
窪
ロ
ー
鯉
耐
町
聖
｝
郡
代
の
実
配
下
に
あ
っ
て
、
一
壱
つ
犀
《
唖
山
今
唾
蓉
一
壱
理
や
緬
林
毛
行
っ
た
口
錯
垂
娃
専
任
一
山
華
行
が
錘
か
れ
た
が
、
つ
ち
仁
謹
庄
屋
の
韮
怪
に
巷
つ
だ
◎
垂
菫
〈
雫
｛
こ
く
｛
〈
・
）
二
月
『

惣
唾
礎
が
代
画
と
し
て
雫
唾
《
哩
澁
て
圭
乖
ね
る
二
と
に
趣
つ
た
つ
で
、
率
径
《
山
挙
行
廷
か
ニ
ヘ
リ
｝
宝
暦
｛
〈
年
一
一
七
五
一
〈
）
〈
月
に
控
名
を
御
山
棄
配
謹
に
垂
め
た
『
一
壱
一
蓉
畦
癖
代
や
立
山
一
彦
韮
に
挙
り
一
室
し
て
は
い
な
か

っ
た
。
表
搾
九
年
（
一
八
三
八
一
に
桂
搾
趣
四
一
〈
藷
で
奉
っ
た
◎
御
山
支
配
窪
に
確
本
《
控
人
を
径
命
寸
一
毛
蝿
合
に
桂
、
切
半
七
石
、
二
人
窪
持
が
雲
袷
さ
れ
、
在
麺
琴
入
奎
搾
銅
し
た
理
会
睦
毎
年
率
十
五
陸
（
始
華
桂
七
陸
口
天
四

二
年
〈
卿
〈
睦
鋤
）
が
与
一
へ
ら
れ
た
ｃ
窪
御
琴
人
娃
毛
車
逵
に
奉
る
”
桂
、
誇
窪
入
壁
の
唾
些
い
毛
塞
げ
た
。
在
窪
中
諾
窪
人
屋
と
蓋
つ
た
つ
永
年
鋤
罐
『
塞
畔
《
功
塞
考
建
鐇
径
人
壁
奉
席
、
狸
礼
巷
ど
に
異
準
さ
せ
、
鋤
科
奉
の

ロ
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》
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》
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一一

匹〔

三二

註頁
ビユ

如
窒
零
罰
域
畢
雲
暉
寺
雄
。
｛
垂
部
風
土
記
｝
犬
飼
村
に
奉
り
大
雪
司
惟
塞
皿
、
署
嬉
《
酎
埋
と
し
て
錘
川
《
陸
函
に
嘩
尋
で
此
城
毛
筆
か
せ
ら
一
・
。
地
勢
舞
麺
一
羽
垂
奎
垂
り
垂
二
形
巷
二
か
華
に
千
年
《
祝
毎
に
て
迩
錘
と
群
す
◎

阿
鐸
心
邇
壺
城
と
で
一
浬
一
壱
雄
な
り
と
一
七
蛙
睡
〈
律
川
罐
し
て
河
辺
一
付
零
毛
掴
封
と
い
ひ
へ
掴
ケ
州
一
舞
麺
っ
小
麺
巷
全
い
へ
り
Ｃ
命
白
麺
一
大
墨
と
』
琴
り
で
挙
り
麺
一
名
奉
り
と
も
二
ひ
伝
へ
た
り
。
永
鐸
《
生
は
犬
飼
姉
錘
つ

寺
と
い
ふ
塞
匿
屏
埋
走
り
。
稻
城
称
平
家
逵
陸
鯉
代
と
巷
ろ
。
結
城
国
型
一
国
鉾
域
竺
《
功
に
挙
り
で
岩
尾
《
埋
代
に
移
り
垣
。
昼
尾
竪
諏
唾
代
と
巷
一
つ
◎
天
正
十
一
〈
年
二
五
八
〈
一
肥
葎
園
半
分
小
西
窪
津
守
鍾
分
《
と
き
『
結
魂
壱
し

て
鯉
代
た
ら
し
め
、
石
垣
祁
立
、
塞
舜
毛
瞬
く
癖
“
鍔
唾
《
本
地
二
千
石
に
千
石
垂
噸
上
一
一
千
石
と
巷
し
雲
嘩
司
に
種
り
、
与
力
壱
奉
っ
て
白
同
異
《
替
函
と
す
。
土
播
銅
門
五
百
石
、
塞
尾
又
云
郎
四
百
石
、
田
部
又
壁
一
一
百
五
十
石
一
中

小
蹄
一
一
右
諏
刈
三
画
五
十
石
べ
加
遼
丞
嘩
作
二
面
錘
十
壱
、
率
水
圧
垂
術
門
二
百
十
石
、
織
印
勘
垂
赤
門
三
百
五
十
石
『
原
諏
垂
術
門
言
五
十
石
、
涯
曄
三
右
術
門
百
五
十
石
、
両
《
右
衛
門
百
二
十
石
へ
〈
本
庄
左
術
門
盲
石
、
小
野
田
久

鋸
衲
刈
画
種
、
部
会
十
三
〈
・
丈
鐸
四
年
（
一
五
九
五
｝
結
域
弥
平
沫
咋
癖
宗
の
郡
逵
を
病
じ
司
域
中
②
雲
嬢
寺
を
姥
垂
蒲
神
社
修
函
壱
破
却
す
。
小
西
屋
亡
心
養
、
加
暉
錘
一
域
と
な
り
へ
挿
唾
に
太
田
市
兵
衛
奎
黍
て
唾
悉
と
せ
ら
錘
、

布
四
八
捲
握
に
く
れ
錘
れ
し
に
、
天
嚥
岬
に
随
ひ
奉
四
は
表
蛾
に
て
封
死
す
＠
濫
轆
桂
帰
岬
に
て
塞
屋
に
奉
り
し
所
、
耶
癖
一
宗
唾
た
る
垂
以
て
収
如
せ
ら
れ
墨
崎
へ
善
一
』
一
つ
◎
延
跡
与
力
《
十
三
〈
桂
降
伏
に
て
召
仕
犯
、
屋
嵯
窒
輌
寺
｛

城
小
に
て
燕
死
灌
に
万
兵
術
些
｝
霧
嘩
、
加
嘩
巧
遅
術
一
一
千
石
画
に
て
加
曄
琴
圭
り
睡
審
た
り
、
錘
に
煙
錘
守
と
い
ふ
。
五
一
〈
牢
に
し
て
轌
垂
守
阿
癖
内
唾
に
吃
し
、
加
藤
左
砺
二
元
と
な
り
っ
塵
墨
十
七
雫
｛
こ
く
一
二
一
新
垂
八
牟
術
門

毎
小
川
聡
物
李
行
と
し
て
此
轆
垂
解
血
髻
一
二
．
容
醍
《
城
も
周
樺
巷
り
。
そ
れ
圭
り
山
野
田
畑
と
巷
れ
り
ロ
加
嘩
塞
轆
代
十
四
年
《
間
口
童
文
八
年
一
二
（
｛
〈
八
）
津
／
詞
七
十
八
才
の
老
嘩
塞
窪
に
只
今
ま
で
五
十
五
一
〈
隼
裡
な
ら
金
と
輿

率
轌
峰
守
轆
ロ
ー
灌
本
蝿
大
百
科
那
辿
｝
且
唯
一
垂
年
二
一
三
二
）
阿
鉾
大
言
司
惟
ま
つ
蘂
韓
と
伝
一
香
今
が
薙
征
は
趣
い
つ
瀝
川
と
手
滝
川
《
峡
谷
に
主
一
つ
天
陸
壱
利
用
」
た
肥
葎
国
有
錘
の
中
世
《
山
鯉
で
毒
一
つ
と
幸
に
『
阿
癖
氏
《
圭
部

幽
挫
の
拠
恋
で
も
奉
っ
た
。
城
跡
に
桂
、
李
丸
、
二
《
丸
、
唾
門
へ
井
芦
跡
極
ご
歩
ま
っ
て
お
り
、
特
に
城
門
跡
《
土
手
面
に
畦
瓦
時
を
包
含
す
一
一
本
崖
唇
が
今
も
謡
法
に
認
挙
ら
れ
－
つ
◎
阿
鐸
星
雲
亡
窪
小
西
氏
｝
加
嘩
墨
と
函
聿
も
代
わ

り
『
一
壱
れ
ぞ
れ
ゐ
城
代
が
恥
作
し
て
枩
祁
毛
耗
冷
し
た
つ
雄
内
か
一
乞
手
リ
ニ
ト
錘
《
十
字
架
と
聖
睡
壱
刻
尋
込
ん
だ
岬
丸
瓦
「
ク
ル
三
瓦
」
が
出
土
し
、
キ
リ
シ
タ
ン
《
名
《
小
西
氏
時
代
つ
ち
《
で
、
城
内
⑳
礼
拝
ま
つ
瓦
《
一
部
と
痔
二
へ

『
や
れ
－
つ
ロ
礼
搾
壷
娃
鯉
内
三
雫
丸
に
奉
っ
た
と
推
垂
さ
れ
、
一
」
一
一
で
錐
礼
を
垂
け
た
信
者
も
垂
か
つ
だ
と
伝
二
へ
『
や
れ
て
い
ろ
。
元
和
一
二
画
一
錘
令
」
壺
特
左
ず
し
で
窪
塵
一
七
年
に
率
の
錘
さ
れ
た
ロ

一
一
へ
走
り
。

争
貢
弛
些
《
燕
位
が
い
か
に
碓
綜
で
率
つ
だ
か
が
錘
ま
き
鉦
主
一
つ
ロ

論
と
ど
つ
者
が
『
神
社
が
荒
れ
果
て
毒
と
か
た
も
巻
く
巷
二
二
些
塞
趣
き
、
霄
垂
一
一
」
と
垂
公
に
講
睡
し
一
一
工
和
七
年
一
二
（
一
一
二
再
興
復
旧
言
卒
、
雲
在
地
に
蓉
嵯
琴
一
亀
安
永
八
年
（
一
七
七
九
）
さ
ら
に
垂
華
さ
乳
一
三

・
恥
鐸
大
雪
司
確
坐
。
一
壱
画
一
四
庵
二
年
（
一
四
九
一
二
大
奮
司
惟
毒
《
一
一
墨
と
し
て
「
垂
②
蛇
一
で
奎
塞
垂
圭
一
丞
正
二
季
二
五
一
五
一
兄
惟
呈
が
鏑
池
塞
壹
罐
い
で
、
奄
池
錘
錘
と
垂
名
し
肥
ま
つ
守
錘
と
巷
↓
た
つ
で
『
兄
《

罐
り
毛
ま
け
て
未
宮
司
に
巷
つ
だ
。
し
か
し
惟
塁
睦
銅
池
《
壼
巨
と
《
野
り
合
い
が
塞
ぐ
『
永
垂
八
一
（
一
五
二
一
一
睡
摩
《
兵
署
率
い
、
灌
塞
一
言
垂
垂
「
鐸
⑳
準
一
に
入
り
手
權
両
毫
末
宮
司
と
し
た
口
罐
呈
硅
日
向
涯
両
に
逃
れ
、
甲
斐

裡
宜
《
錘
吐
に
生
り
「
《
本
正
十
四
雫
涯
《
城
垂
回
鍾
『
惟
匡
、
推
師
垂
手
暑
唾
摩
に
麺
い
落
と
し
た
つ
名
将
裡
章
、
裡
痙
（
塞
墾
一
父
子
琴
一
へ
た
権
塞
は
、
旭
日
《
異
一
つ
が
一
」
と
く
一
一
つ
琴
カ
モ
錘
大
し
、
阿
癖
、
塞
鍵
、
季
土
、
詫
磨
、
砲

、
、
玉
壱
、
筑
謹
『
澤
葎
べ
日
向
に
垂
塞
涯
嘩
室
一
一
五
万
石
に
相
当
す
二
函
地
塞
支
記
す
一
今
大
勢
方
と
極
つ
だ
。
ま
奉
壁
天
堅
は
天
童
一
三
年
一
一
五
四
四
一
軸
瘻
鳧
丸
中
舗
雪
走
犀
塞
垂
錘
に
示
墾
」
た
つ
圭
摩
は
同
年
九
月
一
三
一
日
塞
部

に
許
琴
、
郡
王
寺
毛
宿
と
し
て
『
涯
《
鍼
」
で
堆
竪
に
皐
壗
修
理
琴
信
二
へ
、
惟
窪
は
天
ヱ
ー
ハ
年
（
一
五
四
九
一
一
万
垂
壱
睡
全
」
、
錘
一
一
位
に
ま
ぜ
ら
れ
て
い
－
つ
一
一
壱
一
垣
、
福
皇
垂
毒
が
ま
五
位
不
仁
錘
せ
ら
魂
で
い
一
言
」
と
か
ら
し
て

七
一
〈
一
拝
腔
奎
海
燕
す
一
つ
◎

の
征
師
。
｛
垂
部
町
墾
一
睡
師
り
が
、
ど
《
巷
も
の
で
奉
っ
た
か
は
つ
ま
り
ど
娃
分
か
ら
巷
い
が
、
特
殊
巷
も
《
で
垂
つ
圭
と
思
わ
れ
ろ
◎

②
季
珪
口
隆
艤
九
月
っ
菫
砕
◎

一
ゆ
毬
〈
廼
延
の
狐
。
后
窪
睦
垂
に
鐸
緬
〈
峰
準
一
毛
錘
一
二
『
垂
錘
髻
幽
ま
う
。
垂
挫
熱
し
て
崖
人
菅
す
。
人
の
垂
有
る
や
、
池
垂
唾
奉
、
垂
露
し
て
錘
う
ろ
二
と
巻
け
れ
ば
『
則
ち
含
峰
に
近
し
◎
一
・
つ
舞
う
ろ
に
入
緬
毛
以
て
し
↓

毎

。

．

｛

壷

子

一

の
丁
皿
ロ
壁
織
部
《
手
本
睾
挫
今
村
方
雲
雀
に
封
し
て
町
方
三
径
一
町
別
当
一
丁
血
・
丁
繊
自
）
っ
丁
幽
畦
五
入
沁
函
毛
支
配
し
た
。
｛
雄
本
県
太
言
科
率
墾
一

｜
｜
・
輩
評
守
つ
ひ
’
二
一
〈
宜
一

一
や
圃
向
鰄
県
に
杉
封
舂
掘
走
。

の
率
塞
幸
。
｛
垂
部
面
聖
一
方
艇
山
、
浄
土
塞
奉
本
、
寺
派
ロ
井
手
善
舂
術
門
正
嘔
姉
子
。
加
嘩
琴
に
二
百
石
で
仕
二
〈
て
い
た
が
病
気
《
た
垂
に
垂
仕
し
個
門
に
〈
、
逵
壱
祐
香
一
本
文
で
娃
袴
垂
）
と
暑
」
”
華
と
趣
二
つ

の
必
唾
誌
ロ
｛
垂
部
町
墾
一
神
嘩
天
竪
七
一
〈
牢
二
周
一
甦
審
池
命
が
二
つ
地
に
不
同
《
峰
に
、
塁
廻
三
神
毛
塞
祀
し
た
ニ
ニ
に
始
ま
り
、
俸
混
に
挙
る
と
へ
姶
華
御
岳
山
の
頭
上
に
祀
り
、
し
だ
い
に
山
浬
に
種
行
」
た
。
神
経
渥
華
時

代
に
桂
“
一
つ
陛
嵯
を
極
垂
走
と
い
う
塞
坊
の
遮
跡
が
奉
る
◎
牢
三
四
代
詐
四
天
塁
の
一
二
輻
更
に
阿
捧
一
二
桂
を
趣
麺
し
塵
く
ま
唾
塞
受
け
て
い
た
◎
率
八
二
代
瘻
蝿
羽
天
墜
窪
《
三
年
一
二
九
二
一
一
〈
月
一
五
日
、
祇
園
章
を
掴

峰
に
把
り
抵
函
恋
と
零
称
す
る
。
葎
堀
川
天
皇
璽
応
元
年
（
一
二
一
三
二
〈
月
一
五
頁
岩
尾
鯉
韮
阿
罐
惟
次
起
そ
《
姉
子
惟
塞
鎧
諏
塞
津
蝿
錘
搾
鐸
塞
篝
琴
神
前
で
行
い
、
畢
唾
塞
轌
霊
称
し
医
神
と
し
て
塞
錘
厚
く
へ
以
瘻
阿
鐸
琴

元
肥
の
礼
橇
二
《
社
で
塞
施
す
る
詞
わ
し
と
巷
つ
だ
。
繧
士
御
門
天
塞
庵
仁
二
年
二
四
一
〈
（
一
志
月
一
五
日
の
塞
典
に
は
『
症
銅
鴎
福
鐸
三
三
番
の
神
率
が
奉
納
さ
れ
『
八
月
《
五
錘
準
に
建
甲
陸
郷
奮
内
ま
で
神
幸
ロ
玄
咽
九

年
二
四
七
七
一
九
月
錐
墾
幽
岬
に
峰
」
本
刀
垂
び
小
函
圭
季
納
ず
二
・
阿
癖
医
岩
屋
城
在
城
の
歴
代
《
鯉
奎
は
ぐ
奉
祀
毛
郵
亟
に
行
っ
た
。
土
手
益
鍵
『
南
郷
、
宇
土
各
郡
麺
内
《
袴
社
と
し
て
社
噸
二
五
つ
丁
の
寄
迦
が
奉
り
、
元

聾
一
率
二
五
七
三
再
坐
の
峰
に
權
阿
鐸
極
内
壱
郡
車
力
で
修
壷
き
れ
た
。
窪
墜
年
剛
（
一
五
九
一
〈
～
こ
く
一
五
｝
小
西
氏
の
麺
と
な
り
濯
ぎ
討
ち
の
“
に
型
い
、
社
嘩
什
器
宝
物
零
匪
雄
に
妬
」
『
社
麺
も
没
哩
髻
れ
ま
鑑
も
壁

罐
し
た
が
、
加
睦
壜
の
吟
代
に
晦
唾
さ
れ
た
。
璽
文
九
年
（
こ
く
一
〈
九
一
垂
び
廻
和
二
年
二
七
一
〈
五
一
に
桂
、
旧
例
に
習
っ
て
各
部
の
磁
力
に
圭
っ
て
修
套
さ
れ
た
◎
李
迄
奎
碕
二
年
二
七
五
二
）
八
月
《
修
理
は
需
韮
細
川
埋
置

《
命
に
幸
り
修
理
琴
葬
で
い
ろ
◎
理
鉦
神
膣
に
縄
げ
て
奉
る
祁
郡
は
、
細
川
十
代
辨
垂
斉
菫
の
宮
垂
と
言
わ
れ
ろ
◎
垂
唾
三
年
（
一
〈
五
一
〈
）
二
月
趣
鍵
塞
上
し
迄
が
密
命
で
萱
材
壼
末
垂
四
宮
山
哩
季
蓉
丞
し
だ
・
函
冶
九
年
（
一
八

の
陸
行
駒
畢
月
園
の
過
琴
奉
二
二
と
《
旱
い
た
と
ニ
ヘ
。
一
得
ぬ
陣
剛
毛
迄
ら
り
と
走
り
過
ぎ
る
蝿
の
圭
う
に
早
い
ど
っ
毒
口

｜
の
垂
山
神
師
・
鐸
山
塞
錘
。
｛
一
五
三
二
も
宝
〈
一
七
一
蘂
祁
妙
○
寺
《
畑
口
甲
斐
国
上
《
に
生
圭
証
、
同
国
理
林
寺
で
刺
ま
し
、
睦
河
満
塁
寺
《
率
谷
壼
畢
に
師
率
し
て
永
録
年
間
一
一
五
写
〈
も
一
〈
九
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）
そ
の
法
を
銅
い
だ
。
軍
部

年
一
二
〈
一
つ
）
に
琴

肥
輌
喬
函
日
之
江
蛾
か

少

’
、

~
反
雲
園

、
一
》
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竜
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三

峰【

二
八
厘

二
七
虹

二二
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／、

_l臭〔
二三一

口： ‐匹工

一
四
画

三
九
画

四
一
画

州
ふ
く
虹

江
二
画

餌
九
虹

の
羅
姪
か
杵
奄
燕
“
４
月
一
別
竜
※
二
萱
つ
上
細
は
憂
笑
御
霊
庄
屋
帯
刀
巻
か
り
け
愛
、
刀
と
貢
わ
き
さ
し
函
彗
に
貢
今
《
燈
に
語
り
隻
営
暴
露
響
暴
雲
上
と
誌
壷
電

の
誌
轆
舜
平
垂
。
一
日
奉
確
聖
未
辞
典
〕
二
五
四
五
＄
一
両
内
国
｛
未
睡
府
一
舂
江
馳
奎
池
田
丹
錘
守
家
屋
。
』
永
鐸
三
年
（
一
五
一
〈
一
一
キ
リ
シ
タ
ン
と
巷
り
、
ジ
ョ
ル
ジ
。
河
内
地
区
《
売
埜
、
率
郵
南
蛮
》
埜
垂
に
尽
力
・
《
三

に
小
額
行
墨
の
舜
帝
に
く
り
、
肥
鍾
塞
郡
⑳
城
代
と
趣
一
三
文
鐸
《
窪
に
桂
函
煙
塞
待
つ
淫
に
あ
た
っ
た
。
四
ヶ
歴
《
狸
に
挙
る
小
西
没
落
仁
と
も
極
い
、
睡
摩
川
内
地
方
に
弄
り
へ
一
壱
《
終
り
老
明
ら
か
に
し
巷
い
。
。

の
確
緬
》
◎
寿
塞
山
、
璽
趣
陸
口
金
上
人
”
山
◎
古
函
墨
左
術
間
垂
心
し
一
“
に
挙
り
把
謹
本
姓
零
乗
｛
〈
鯉
蓉
塞
日
畑
趣
聿
つ
ま
涯
奎
異
け
、
天
和
二
季
｛
二
〈
八
二
）
天
台
宗
挙
り
日
蓮
宗
に
改
宗
し
、
本
妙
寺
末
寺
と
な
る
っ

・
諦
祥
》
。
征
垂
山
｝
浄
土
座
奉
不
噸
守
派
◎
も
と
押
奉
《
古
跡
で
奉
っ
た
が
率
本
年
閲
｛
こ
く
二
四
～
四
四
）
佳
佃
謹
神
が
墾
権
の
寺
字
を
再
興
し
座
宗
に
銅
陸
す
る
。

や
西
塗
守
ｃ
「
迂
毛
正
諏
》
へ
悲
祥
幸
、
西
垂
寺
空
一
寺
が
趣
痙
さ
れ
て
《
も
諏
元
《
出
函
に
よ
ろ
も
つ
で
毒
つ
圭
一
〔
圭
郡
町
聖
Ｐ
２
ｓ
ｓ
｝

の
訓
川
等
一
郎
◎
銅
判
《
一
士
与
一
郎
ロ
早
世
。
｛
肥
謹
鉦
巽
樒
璋
〕

の
七
人
些
雑
。
一
入
錘
捧
且
一
入
一
画
室
奉
五
《

・
圭
蹄
垂
〈
◎
二
一
鴎
合
は
政
“
医
師
《
非
か
つ

一
入
錘
捧
且
一
入
一
画
奎
奉
率
舎

の
天
く
つ
症
垂
◎
率
垂
毎
死
ぬ
と
き
に
理
れ
一
つ
五
つ
の
垂
緬
。
狸
諏
が
参
一
つ
が
代
塞
的
巷
極
娃
へ
の
衣
躯
が
鑑
で
汚
れ
一
三
・
頭
に
錘
っ
て
い
一
一
花
の
冠
が
萎
れ
一
三
。
体
が
異
く
趣
一
亀
・
睦
《
示
か
ら
汗
が
銃
詫
出
一
弓
。
自
ら
《

軍
御
山
支
配
窪
畢
一
一
重

の
諦
少
軸
謹
口
墾
錘
奉
不
評
。
平
安
時
代
中
皿
一
玄
読
文
学
琴
◎

以
加
か
一
や
海
垂
碆
圭
《
一
毛
ま
で
の
閲
に
秘
率
し
た
も
つ
で
奉
一
寺
っ

位
廼
を
準
し
ま
な
く
な
｜
亀

《
雨
化
》
一
理
・
牽
潅
周
壁
に
↓
い
一
』
内
外
杢
李
奎
修
杢
走
。
徳
川
雲
醒
《
招
髻
塞
雲
け
で
塞
睡
《
平
林
寺
に
も
住
し
た
今
｛
日
本
歴
史
未
辞
典
〕
識
会
読
手
９
一
一
壱
尋
号
つ
ち
に
錘
月
娃
読
れ
ろ
。

電
画
膳
墨
◎
（
七
七
二
も
〈
四
一
〈
）
砺
一
詩
く
つ
枩
啄
②
人
口
李
桂
率
天
。
迦
手
に
垂
率
し
緬
林
学
士
と
趣
つ
だ
が
、
一
時
地
方
宮
に
澪
と
き
れ
『
ゐ
ち
に
中
畢
に
帰
り
刑
部
固
審
｛
澤
麹
未
巨
）
に
趣
つ
だ
。
錘
《
詩
は
平
墨
流
幅
で

日
本
で
も
早
く
か
ら
垂
塗
さ
れ
た
ｃ
符
に
「
宮
氏
棄
率
一
睡
平
壼
時
代
に
渥
わ
り
碁
垂
人
に
塞
錠
き
れ
『
日
奉
文
学
に
与
二
へ
た
隼
響
桂
大
き
い
◎

・
垂
琴
型
◎
嘩
曄
垂
塞
。
｛
二
一
〈
二
＄
一
二
四
一
）
坪
倉
跨
代
《
誰
〈
◇
「
薪
吉
今
和
謹
準
一
「
新
軸
鍵
和
確
率
一
一
鐸
密
・
中
琶
和
恋
に
大
毒
巷
影
響
壹
与
是
走
今

や
空
一
法
哩
菫
唾
室
兵
誇
つ
く
形
か
醜
鑪
・
訟
郵
筐
狂
言
◎
諏
垂
症
《
牛
雪
丸
時
代
垂
中
心
に
、
・
弄
嘩
《
隼
い
立
ち
、
麺
一
崔
哩
一
一
季
去
趣
皿
な
ど
の
入
鈎
塞
折
り
垂
《
だ
も
つ
。
錘
時
に
別
れ
た
墨
《
褒
三
未
と
そ
②
垂
人
辛
看
丸

が
、
奎
壼
」
一
』
巫
一
の
本
心
毛
鐸
り
、
兵
逵
《
三
略
蓉
を
錘
一
つ
二
と
壱
知
り
『
心
塞
諏
塞
に
麺
ず
二
躯
一
桂
一
一
〈
一
幸
嘩
壱
見
垂
毒
一
や
者
に
恋
す
－
つ
娘
皆
麺
姫
に
罐
一
》
毛
与
一
二
↑
、
宮
一
一
は
宮
窪
す
一
つ
。
雷
か
仁
諏
医
《
蓉
狸
垂
助

サ
ニ
と
い
つ
”
詩
毒
っ

の
犀
和
実
天
ロ
モ
《
形
桂
旦
二
二
と
が
で
き
ず
、
海
に
画
の
神
の
耐
に
奉
っ
て
園
在
に
麺
力
圭
有
す
一
言
」
と
か
で
き
ろ
と
い
う
女
神
ロ
武
士
《
守
睡
神
と
さ
れ
た
。

の
叫
声
◎
排
作
惹
一
い
趣
い
圭
地
。
園
公
の
作
っ
て
い
る
幽
祁
の
排
作
毛
睡
垂
す
る
二
と
。
こ
れ
が
奉
る
生
誕
か
歩
そ
の
分
《
年
童
毛
画
廻
す
る
二
と
に
巷
り
膣
墨
畦
害
毒
」
た
一

の
“
墾
麺
師
口
麺
師
◎
一
垂
奉
は
鋤
祈
師
《
毒
で
、
平
安
時
代
に
登
姪
が
蝿
漆
す
る
祈
誹
姉
圭
詣
」
『
雨
⑳
坊
な
ど
と
雪
つ
た
つ
そ
《
葎
、
神
社
一
中
で
も
っ
ぱ
ら
祈
麹
に
莚
う
比
催
的
野
分
の
低
い
神
奮
壱
称
手
ろ
坐
う
に
巷
つ
だ
。
錘

零
硅
神
耐
に
昨
班
昼
簗
毛
祈
噸
す
る
菫
圭
も
仁
『
信
惹
に
対
し
て
窪
趣
一
恥
物
◇
守
礼
琴
を
配
布
し
て
奉
錘
の
奇
韮
塞
得
た
つ
全
国
崎
に
侭
仰
毛
得
て
い
た
去
社
、
趣
か
で
も
権
野
一
伊
勢
《
御
師
は
、
参
詣
恋
《
だ
め
《
旅
”
趣
ど
も

●
〈
星
牽
◎
邦
諏
に
罐
惣
江
ど
圭
錐
一
蚕
つ
〈
↓
星
の
つ
い
た
机
。

滝
《
で
悲
函
一
億
錐
髻
率
奉
た
つ

の
密
画
◎
仏
隆
一
神
確
一
両
に
下
げ
て
一
一
壱
湾
銅
・
逵
哩
《
両
形
《
鉦
。
で
か
ま
け
一
』
舩
仁
ロ
が
”
い
て
い
ろ
。
参
詣
壱
が
識
を
引
い
て
打
淫
唖
ら
ず
つ

の
窪
趣
小
奉
諦
門
陣
壗
、
錘
己
令
◎
小
｛
“
本
の
確
墾
⑰
町
入
《
塞
力
｝
肥
謹
謡
で
畦
、
細
川
麺
ま
つ
と
琴
函
じ
ゃ
う
に
広
め
ら
れ
て
い
る
。
彼
を
助
け
て
潅
嘩
改
乖
に
尽
く
し
た
堀
平
奉
套
術
門
が
『
畢
己
今
毛
一
塁
都
に
お
く
っ
て
、

そ
《
棒
琶
考
学
び
ど
ら
せ
た
も
の
港
と
き
れ
て
い
ろ
◎
入
そ
し
て
咽
和
年
間
二
七
一
（
四
＄
七
二
｝
に
は
塞
域
矢
部
地
方
一
理
奉
幸
畦
進
一
注
目
一
髻
誇
び
る
唇
ど
仁
巷
↓
で
い
た
ロ
だ
が
、
こ
れ
ら
《
噸
や
率
は
｝
鱸
奉
《
函
屋
、
潅
木
畷

術
三
郎
《
手
に
童
い
ち
季
ら
れ
一
つ
』
一
一
つ
に
趣
っ
て
い
た
。

画
一
耗
肥
塞
圭
恋
伸
鑑
奉
四
一
壱
錘
己
今
◎
毒
は
籾
氏
、
率
右
術
門
と
称
し
、
垂
佳
し
て
島
己
今
と
改
華
い
つ
垂
瀝
二
百
五
十
石
、
悉
士
走
り
、
塞
蚕
趣
鐸
等
《
率
垂
露
推
せ
り
。
章
趣
く
隼
十
二
月
二
画
窪
す
。
率
奉
七
十
五
。

一
巻
壁
己
令
、
玉
毒
郡
恥
壼
郷
下
奉
野
村
に
在
宅
、
無
で
垂
塞
融
緬
琴
蓉
唾
錘
緬
蜘
候
や
へ
宝
艤
十
一
年
《
壁
、
堀
平
奉
左
術
門
歴
圭
り
、
中
村
塞
亭
（
牽
人
《
由
｝
垂
以
て
手
型
識
細
有
奎
煙
睦
言
雲
出
候
樺
申
画
さ
弛
候
に
付
、
詩

蒜
七
刈
宛
や
一
旬
『
塞
字
趣
延
詫
小
睦
嘩
『
止
繧
平
本
瀝
術
門
睦
宅
に
呼
極
紅
、
垂
蝿
錘
峰
錘
緬
、
画
に
専
潭
に
入
峰
麹
『
当
時
御
函
南
御
咽
の
”
、
ケ
鐸
に
出
率
候
睦
言
『
御
諏
内
に
麩
緬
睦
捧
率
唖
ら
紅
候
両
、
御
錨
車
上
睦
峰
〈

ど
も
一
己
の
我
詑
に
て
、
醒
睦
毛
塞
不
小
、
産
く
錘
峠
錘
心
痂
に
卒
拝
睦
睡
、
遮
蓉
佳
纒
へ
極
、
圭
の
率
に
娠
捌
、
主
し
て
伝
雪
仕
候
鐸
、
拝
し
御
鋳
塞
為
舞
雲
ま
き
れ
候
錘
｝
御
心
痢
《
率
に
候
聞
、
参
鐵
今
睡
塞
出
睦
鐸
、
錘
方
上

挙
り
御
出
々
に
緬
唾
司
串
全
て
、
画
雫
《
評
釧
緬
錘
毒
錘
、
於
一
畢
祁
《
、
《
坤
桂
、
火
陸
譜
御
勤
垂
迦
中
山
趣
助
圭
り
べ
雲
取
候
鐸
申
”
ら
れ
催
一
十
一
年
十
一
一
月
山
室
『
十
二
年
一
〈
周
示
錆
、
同
年
七
月
垂
塞
韮
識
錨
方
睡
に
唾
、
準

研
催
樺
仰
付
ら
れ
、
｛
以
下
啼
一

・
一
此
函
《
狸
は
、
《
唖
よ
り
垂
耐
●
の
準
に
う
と
か
り
け
れ
ぱ
一
筆
鰐
十
年
《
些
圭
り
、
函
内
に
牢
鯉
で
、
幸
奎
殖
き
せ
、
塞
銅
《
率
塞
鋤
ら
ろ
、
吉
誕
塞
《
垂
亟
す
べ
髻
知
杢
藷
垂
か
り
は
れ
ぱ
、
函
に
一
』
も
て
奉
ら
《
毒
は
『
価
毛

縊
ろ
べ
」
と
中
“
し
、
城
下
の
巾
中
に
《
鯉
幟
織
る
所
髻
垂
で
、
や
う
や
う
型
管
与
捧
に
し
て
、
又
竪
己
今
と
で
、
一
丞
桂
毒
趣
小
室
緬
門
と
三
」
侍
、
今
は
垂
廷
し
て
ま
り
牡
二
が
『
韮
で
唾
遮
に
壱
奉
る
由
毫
噸
召
、
”
ぬ
樺
雲
」
く

催
へ
て
宰
魂
と
を
、
一
星
〈
琴
せ
ら
－
つ
、
己
令
亜
圭
り
近
江
に
Ｆ
で
、
熱
エ
を
も
召
堅
し
て
率
り
ぬ
、
又
錘
葎
奉
を
亟
諏
に
堪
能
趣
一
つ
菫
壱
一
一
一
人
圭
で
垂
江
挙
り
坪
下
し
て
、
函
中
⑳
畢
套
に
埜
率
套
塞
学
ば
」
右
、
さ
れ
ど
も
唾
下
達
参

恢
一
狩
桂
『
稲
習
与
に
煙
嘩
ら
杢
二
と
毛
堯
唇
し
て
、
琢
々
・
匡
今
毛
雍
型
し
て
錘
き
せ
ら
ろ
、
断
迄
御
心
圭
尽
き
れ
け
れ
ぱ
、
今
は
函
内
《
老
圃
抱
く
畦
率
塞
却
で
毒
巷
二
と
に
巷
れ
り
、
｛
錘
合
逗
率
一
一
｝
肥
葎
文
献
塞
毒
一
に
同

茎
《
握
杢
・
｝
塞
本
菫
小
笙
術
門
圭
一
一
一
壱
は
窄
右
術
門
《
挫
趣
り
、
誕
菫
も
子
も
小
牽
術
門
と
垂
を
以
て
『
麺
鍾
率
銅
《
麺
『
慨
然
誤
走
一
つ
看
か
今

■
君
日
■
■
日
日
■
■
１
１
１

→

の
些
持
、
年
三
吉
一
〈
十
国
で
一
石
〈
斗
口
七
入
辣
誇
は
十
二
石
｛
〈
斗
髻
圭
繕
さ
れ
二
・

一
蒲
」
睦
字
謡
・
文
化
人
と
』
て
《
古
い
塞
柄
で
圭
つ
毒
「
溺
庫
医
」
《
峰
で
『
「
少
純
雪
」
畦
宮
廷
に
お
け
一
今
窒
屋
言
で
率
一
つ
。
有
名
な
「
桂
率
手
」
杜
、
宮
痙
一
一
へ
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一

一

｛
〈
九
虹

（

《

〈

画

一
〈
二
画

一
〈
応
哩

応
厘
虹

七
つ
区

■
■
■
■
■
■
■
■
■
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Ｉ
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Ｍ
ｌ
０
２
・
Ｏ
１
Ｕ
１
ｊ
１
｝

今

の
麺
惣
唾
屋
圭
云
今
老
画
垂
鈴
垂
◎
二
軍
注
の
琴
座
壜
十
八
年
は
加
膣
医
の
蒔
代
心
惣
庄
屋
の
名
目
桂
細
川
医
〈
画
以
葎
。

や
吟
行
◎
吟
行
畢
時
平
４
平
時
平
《
誕
握
か
？
『
塞
棒
手
本
罐
」
初
隆
一
卿
の
看
娃
僻
分
が
平
坤
雫
の
垂
女
で
率
一
つ
垂
や
仁
去
源
錘
径
が
雫
壼
仁
一
峠
寸
二
と
《
疑
い
一
一
塞
げ
た
二
と
毛
哩
髻
宮
雪
ず
一
つ
◎
血
瀝
《
せ
い
で
塞
げ
た
唾
墾

圭
吋
こ
』
寸
走
垂
《
死
。
圭
垂
権
壱
溺
地
か
ら
蛭
一
つ
手
壁
で
錘
綜
《
流
狸
一
派
が
始
ま
る
と
い
一
つ
奉
壺
に
窪
く
函
わ
二
一
祢
麺
認
の
世
界
一

。
一
麺
一
唾
。
郷
士
。
迩
丞
一
一
年
に
窪
け
『
与
れ
『
郡
中
所

や
幸
ど
っ
窪
狸
（
よ
ど
）
抑
率
畢
痙
幽
廿
圭
で
郷
一
つ
神
率
。

や
血
蝕
◎
鰹
犀
が
在
郷
ま
く
（
郵
士
の
う
毛
御
惣
唾
爆
澁
睡
一
有
幽
・
擁
竜
壱
含
む
一
以
上
奎
在
御
奉
〈
と
稀
」
一
村
人
麩
遮
れ
」
《
特
転
が
与
二
へ
ら
れ
、
躯
華
な
ど
の
制
限
も
畢
巷
っ
て
い
た
）
に
巷
っ
て
庄
屋
《
壹
配
塞
睡
し
睡
鍵

郡
代
迂
り
惣
唾
畷
か
一
一
の
奎
配
に
願
す
る
当
分
壱
群
走
考
。
郵
代
哩
皿
妙
趣
匪
墜
と
局
椿
。
趣
罐
郡
代
《
掩
一
不
老
垂
け
一
今
ロ
控
庄
屋
唾
池
４
庄
屋
と
同
袴
口
惣
庄
屋
に
痙
睡
ず
一
一
口

②
一
麺
一
準
。
郷
士
。
迩
丞
一
一
年
仁
涯
け
『
与
れ
、
郡
中
訴
会
に
佳
尋
塵
率
に
錘
率
」
な
が
ら
、
錘
一
睡
◎
侭
一
正
を
所
掩
」
『
平
奎
は
手
永
や
村
②
径
誇
に
当
た
り
、
睡
晦
に
は
軍
誕
に
駆
り
出
さ
れ
－
つ
。

一
往
古
挙
り
肥
繧
国
に
畦
、
塞
季
識
織
《
奉
行
魂
ず
べ
認
麺
は
袴
で
他
坪
《
牽
垂
以
て
函
雨
に
球
り
宇
錘
、
韮
で
看
命
育
て
、
圭
卯
の
年
坐
り
端
堯
し
、
圭
在
々
に
塞
毛
極
き
せ
ら
れ
け
れ
ど
も
、
索
よ
り
不
知
案
内
の
率
趣
一
毛
錘

畢
畦
会
壱
唾
率
も
極
く
一
共
上
率
圭
極
『
垂
を
垂
ひ
一
一
も
、
奉
搾
《
率
犀
關
に
て
桂
、
埒
一
頭
ざ
一
念
率
華
、
錘
塞
ぎ
一
マ
ベ
琴
と
で
、
出
奉
心
輌
特
出
蓉
葎
、
宣
上
仲
付
ら
一
つ
べ
き
園
に
て
、
睡
今
塞
毛
ま
ひ
申
錘
に
と
仰
付
ら
れ
、
釦
諏

毫
堂
睡
で
の
上
《
平
桂
、
市
中
に
奉
霊
雑
感
所
毛
室
垂
、
圭
此
所
に
て
呼
行
れ
て
斯
会
見
習
”
雪
｝
逵
年
桂
函
壷
に
も
椙
唾
べ
率
墨
も
す
べ
け
れ
ど
も
、
墨
以
薬
師
極
く
で
娃
亟
恋
り
も
唾
が
た
く
壱
く
し
と
一
）
、
毒
置
小
室
術
門
隠

唇
蝿
己
令
と
一
考
、
韮
で
叱
逝
に
志
摩
毒
、
一
塁
鉦
に
雲
塞
」
『
錘
樺
《
唾
へ
昼
江
州
辺
へ
参
で
、
垂
塞
《
逵
塞
委
し
く
屋
塞
仕
罷
不
可
牢
旨
に
て
『
純
師
壼
も
抱
へ
候
一
」
未
り
候
匡
付
「
吉
町
と
二
訴
圭
熱
師
一
宿
に
毒
塗
ら
れ
、
函
中

《
内
に
で
も
聖
塞
髻
も
控
へ
ら
れ
、
溶
古
仰
付
ら
れ
《
且
又
奉
ま
つ
平
も
、
率
一
の
率
に
付
、
舞
葎
錘
錘
（
蝉
極
）
一
室
一
一
一
人
、
江
州
挙
り
坪
示
し
、
呈
睦
新
町
《
細
エ
町
と
毫
訴
、
潅
木
屋
市
三
郎
菫
二
者
一
所
壱
壱
に
毒
幸
一
』
一
つ
『

繩
物
師
桂
査
町
に
て
細
工
町
鍾
渥
惣
右
術
門
と
睾
考
一
所
毛
宿
に
垂
や
き
せ
一
一
二
、
右
率
鐸
新
町
に
て
遁
会
霊
手
壱
も
何
付
ら
れ
、
再
認
も
能
く
垂
へ
、
椿
吉
執
行
言
ら
ず
、
雨
の
宣
上
、
華
外
垂
塞
一
睡
に
付
一
一
桂
、
右
巳
今
在
会
に

垂
廻
舂
聿
、
委
麩
鍵
諏
佳
睦
睡
、
漸
々
迩
尋
の
老
ど
も
室
く
『
星
間
仁
で
も
奉
鐸
零
つ
率
も
、
稽
古
修
行
喜
一
や
ず
、
年
会
零
昌
圭
早
一
へ
た
り
、
此
已
言
圭
り
一
植
幸
垂
ま
つ
澤
一
ｍ
に
し
言
在
中
へ
相
延
し
「
匡
今
蛎
垂
麺
娃
」
塗
ぎ

ろ
や
う
に
仰
付
ら
れ
、
在
中
仁
一
↑
銅
立
候
緬
、
塞
宜
画
犀
右
市
三
郎
に
仰
付
ら
れ
、
・
町
窪
垂
一
仁
志
方
便
利
の
為
、
癖
手
法
率
麺
雨
雑
趣
く
、
恋
会
と
雲
塞
識
詣
一
率
『
自
由
に
巷
誕
り
、
右
已
令
垂
塞
趣
錨
零
つ
率
、
漸
々
に
謹
輌
す
べ

軍
加
曄
審
室
《
御
垂
墨
。
一
亘
垂
⑥

⑳
率
函
御
感
ロ
年
重
奉
垂
納
鐘
一
つ
極
ロ
鱸
本
｛
率
一
四
砿
｝
、
へ
作
、
、
屍
、
恋
麺
、
《
郡
司
掘
蛎
の
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〈
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奉
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た
つ
葎
に
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名
郡
晒
、
李
士
郡
新
函
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〈
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郡
錘
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郡
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ケ
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国
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原
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登
錘
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鐘
郡
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澤
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仁
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．
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収
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．
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華
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